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｢1,2,3,J4,5,6｣Hexah･orocyclohFx車eの′γ骨 睡速､ 一 ●:(Gamme主ane)の定量に試て(a)I/

.前報(I)に於て 1,2,3,4,5,6-Hexachlorocyclo･

ムexan号 の各種異性体中 γ-異嘩体のみが滴下水

銀陰極で道元され .他の a,β･8及びe異性体埠 .

全 く遼元されず従って革∬C中のGa甲 cxane琴I
オL pラグラフ法に破って極めて簡単咋且正確に

定立出来る事を報普した｡然し工業好品で あ一去

BHCに往之等の nexachloiocyclohexane′以外

たMoh0-,,Dト,Tri-chlorobcnzc益e闇に′Hey-

,ta並に Octa-chIdrocyqlohexanc等,a,盟素化合
物が混在するので之等の物質が GaminふⅩarleのl
還元波に及ぼす影響を検討せねばならない｡木報

に於てはそれ白身還元波を有LGやmmeされnCの

するとと晦する｡

Heptachlorocyclohc甲neあi,β及びγ一異性

卵 前報で報告した 中 でnex?ncの場合と同じ

東成ゐ電解液でポ｢.ラログヲムを投ると,竿と､β ′

芝/:笠芸冨芸諾 '-i墓誌 ,TiA,J笠 芸芝.慧誌 'L

の場合と同様牢鼠氏を.泊る直線となったも ∴ {

メ

~定量に影響を輿.える Hcp!atchL.orbcyclohcxane-
の補正に哉て報告する｡ ` ､･ ､

-; 曇 三三 三 三三 三 =?-IL-喜7-

ノ′点 85-869の異性体が qammexチneの還元波に

形酌 輿える覇を指摘しね｡ ' ■

.私達軒MoLio占hloiobenzcneをチルカ7)の存在

下で況素化して得たHc.pfachlbrocyclolicxaneか

らa',β鼎随伴及び Dragt氏の報告したと同じ融

点85-860を示す異性体を野放し札 この輿性体

は現在迄耶既せられた'HcptLIChlor?cyclohcxatle

の異性作中虎 も級別 ミ低く且道元波を衣す串等か 人

らPS･え七 γ一鼎性体に相常するものと思われるの

､Ttこの融点85-86もの爽性鵬 Hcpta'chtorocy･

clohc-xnncの γ一異性体 (略して γ-licpta･)と稲′
/ ∫/

＼

FigJ/1･Gammexaneとγirlipta･＼のPolar'ograzn･I
工G如nm exan占ⅠⅠ7-flepta.

一骨 卜 H｡pt,.i.と､Gamm｡ xa*e.毎 元 鮎 此校
了 t.～

してみると(第1圃) γ-Hepta.の還元波 が飽和電′
流 に連する電哩 (- 0.9'V-辞附 近)'より早 くに即ち

*陽転柿正は行わない;
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･′†0､7V附近か′らGammexa'n'C~の還元が初まる良 -･/ ′′
｢あLGamふcx/aneとγ-Hepta:,の各還元波は二つ

'tに分れず重な少合ったも'のになる｡･償ってBEC/
中に甲cptachloJ,Ociclohex砧e_が混在する場合 -､

はγ-Hcptaの波高をそ?ボp-:ラログラムか.ら直

言哉 牢 求めて之を補正する事は村木ないため,Jγ-,
I-rHcpta･の含有量に依 ク次の二方法に分けでこの

r 4 ･(qt

W

d

′
S

S

.

-

ノ

40

.,30

I
＼

/ p-

-//､

■一■

y′

･r･I0l量34I
補正を行った｡
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める事が出来る｡.

■吹Vtγ-Hcpta･やミGa叫 cxane-と混在した場I
合もTO･3←ヤrO･6V波高はIqa.mn eXa.neに盆く

虚墾 れ蝿 γ-depta･肇宰 碑 比例するttと

が琴明単流た｡(第 2衣参照) ′ ･, / 1

'かくして補正法 〔A〕は前報で報告した通りに

BHCのポ｣ヲpグラムを痕 り-0･3†附韓の桧､I

SIgI
.Fig2 〔Ⅰ】7-7Zipta?測定曲線

r

/ ･ 補正法 〔A〕 言
. ､γ-Hcpta.b還元波の特徴は1-=0.2V'附近がら ･/
i 放流計の振れが大き､くなると同時に遠耳が初-ま少,ノI

ー その基線が傾斜する｡而して漸次還元電舵は埼大言一.I ＼

∴ 意 警芸&-&oi'lz叢 讐 票 T _T 62:豊 亘､I∫

＼

早
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(h)で表すと,.
この-0･,
8一う0･6V
波高(h)
.
とγ一

lヽ＼甲cpta･の
濃度
.
とや関係埠第2国正に泉㌻如く
一
lT-

＼
Hcp
.
ta･の
漁由重り夫でない範琴噂では恵舶

泊る正統t
,
なる
｡
即
Ir
Hept?･の
基線傾斜はその-

.I改姓に比例す声こ故に-0･3↑ヤ-
'0･6V
波高(h
r
)
Jl
から-T-Hcptz
i
･.
の政商を第2国?測定曲線から求
卜
4Ill.
､･ I

､
〔＼-～

′■

8匂lO■ll
-【ⅠⅠ〕 TO･13--･.TO･6V浪細 線 ∴ ＼ I /

統計の振れに注意し-9･8斗→-o･6V波高を倒置

じ第 2国のγ-Bepta･華陀 曲線からBiIC中に合∫

有されモ甲 γ-HPPta｣あ波高轡 め之をBHC

わ波高から車引けば簡軌こ Gammexaneの波高

を求める事が出滞る｡′ ＼'

∴この 〔A〕準に依るγ-H.eptaL･の補正は第8衣l-
に示す如 くBEC中の.γ-n壷ta:の畳が,10%以下

二である場合性GaJPmeXaneの定量誤差は±1･5%

I/､,以内である:O 工業裂晶b B_画 はその合有する･■■

-T=-:::_三:_I-I.I:三 テ三 三 三 三三雲 三
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t補正法 〔B〕
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BHC製造の際の特殊保持に伐かγ-IIcpta.が､

多丑に合有される事が柿にあるが,このような試

料に封しては 〔A〕法で政十分に抑正出奔すGiL･

m-ex'ane'の轡 甲 過大に出る｡(那 511-16
参照)そとでかiる封品に封するγ一刀epta.の禰

/正にはアルカ.)也溶液中では γ-Hcか&.がGよm
l

､7iiexanc′に比し退かに泣かに分解する事を利用し

た｡ / J

､S6rcnscll綬関液を用い粒々なptI*の電解液申∫

せγ-Hcpti,I･の分解率をしらTT{ると那 団に卒す
如くになる｡ ･ I

｢ I

′ヽ
ド

節 11 蚊._ ･ ヽ ､ ′r ,

近い方がよい｡又分析操作の点から考えてγ-Hc-

pta･の完全分解に要する時間が 1時間前後が望/
ましいので種々質駿の結果攻の様な分析保障が長

講であると商えた｡ ノ ＼一

屯解液.:昔 (CFI3)一NBrin敵 eneenbufferI
solution(prI=10.0)1140%Dioxane

慧 器 :: ､265.嘉子;｡分 ･-●
＼

裸正治 〔A〕が活用出奔なtJl'様な高位庇の γ-: ,

HePt.a･でもこ?促拝の下では先金に分解する｡'
-方 Gamnexよnc白身も徐利こ分解されるので Y-I

革るが80分附妃では逆に波高が増大し,その後徐 /ノ

k･に汲め るJ(第咽 )従つ{1/Garpmcx.aneb_･1 iE)
測定曲線嘩pfI=ケの場合と異って来るのでこの＼
株件の下せ新顔 悦 曲線を作成し元o (第5固) ′

この場合Gahmc如 eの琴高と改定と廟 融 或濃

度以上は直線となるが之は原点を通らない｡従つ ,∫

･てGふnmexaneの濃鹿の低い試料をこ一の.lB〕艶 .

セ多畳のγや pta･､を補正するt1%の誤差は少し ,I
ヽ

･く大きくなる｡
1

0 10 ゆ 60 8̀0 Ⅰ｡0 120･甲 Ⅰ80吻I'EB

′ ･ Flg･苧7-LZeptaの分解曲線
〔.1〕 p‡Ⅰ〒10.7才川〕PII.=10.0 ･'

l 〔f〕jpⅡ-917.'I I,

γ一宇epta･は溶液のPII値が増大する程遠かた ､

分解するが一方 G aⅡ皿占Ⅹane自身もアルカ7)健診 こ

液では不安定ic･あ るので花解液は出来る丈中性に1､

､+氾近N.m Furmrm良K'.G･Stone(8)氏は40%Diox-

tLn?を合有する絞塀液の見掛けのpTIm土元のものより

･Oから2位アルカ1)仰卜移行す早恥を報告した○私通も.
xolthofl絞阿波 (PII-7)及びSarbrLBCn鞍肘波 とpfI=

丁'鵠
10.0)'0･10%Dioxztneを合有する液の見研けの
を測定したfrr前者は8.2'後者は 11･0であった.＼米朝

由巾のpII滴 は何れもDlo王瓜品 を合有せぬもの 低ゝで
ある｡

㌔F ig･4 .Gatnm cxane'古異性体及 U,

γ･Ⅱepta.の分解曲線 -

I GammexElne
l∬ 7-7王epb･
Il お異性体′

ヽ

i;ヨ

)

闇に この旋件の下でBHCの-a･β･/8警びEの ゝ＼
5 ′

･, l

t / ]
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･Fig･5､Gammexnneの滴定曲線 .

｢各異性体のポーラログラムを撮ったI弥a,◆β及び/
IEの各異性体堺還元波を示さなかったが8-異性体

のみ第 6団た示す如き道元波を表した｡而し七そ

の波高は時間b典に増大し,I極大を鐙 七減少す

〝

川

畑

W

r

了

.
M
L

.

日

､

＼･-1-.

〟

異性体分解物のPolnrogratn

' /(Ⅰ)古異性体の&.

'L∬〕GatnDl?皿 ne+声域性体 .～

解物の波高は時間と共に海大するに拘らす Gamトl申■

.､mexanpの琴南は二足鋳 ~bその定立は正確に行

ぅ寄力油 差露 ｡(第･7表参照)

る｡(第7団)1故にBEO,0γとSの弼異性体は 一 40
アルカ1).華溶液で分解し各 被々還元性を有する申

問̀分解軌を経て Trichlorob占nze'長に琴卵 あと

思われる｡之等/a)1分解反感並びに中間生成物等に

ノ誓 警 琵 農 芸霊孟夏誓器 雲誌 C

-は上記の促件で定畳を行冬ぼrl-Hepta･は完全に＼

三 _i:--I-:=-i:㍗ ;ili--'::lli!:::･ii::tI-1J:;三三…三三1
よく似て居る示､(第1臥 .第6固)之は-0.8V附

近七飽和電流特注するので Gammexan.Cの還元

波とこらに分れる｡(第6団)そこでGAThiiexanc

･ーの波高を魂め号のにその上限は館教授の切点法ゼ

求や,その下限は:-,-0･Svに於ける還元波高とす

る｡今 Gamme亘ne･と高濃度の8-異性体の混合

･法でGammexaneの波高を革めると8｢異性榛の分/ .㌔ 一一■▲
6 ノ

＼ .. ■/

平

,

川

.

＼′

6080JOOJ24110
A Fig.7 杏-'A性体の分解曲線

(恥や

.ヽ1

rこ?輸正治 〔B〕に依ると γ-Heptaの抑正は

その畳が可成多くても完全であ18-が,Ga血 ?Ⅹ･?

alet'ST異性体が共に多重華存する場合は少し汲/ ノ
ノ■ /II



防 'A 判 .塀 H;11班
∫

眉 が大となる｡(第 8髭,8ん12,参照)･
以上で BHC中に合有される IIcptachldro.cy･I.I卜

仁 やlohet･yaneの和正は γ-ⅠIept凡･の丑が10%以下,T ■

挙る場合は純正法 〔A〕で行い之より多丑合有さ.′

I..れる場合は切た抑正法 〔B〕で行うと γlHcpta･∫

･の合有畳の抗範田に亘って大体2%以内の誤差で

･GammムⅩailCの定立を.行う罫が出来る｡
) ､

衰J _ 験

一一

I)

･clohcxalleの各異性体は夫や充分精製し次の如き

宇乱点を示すものを用いた｡

異性体 ●
α

β

-γ
Eo

_融 点 `
155～1570

I3030

.112.50
135～1870

l′･ e* ′212～2150

･ 叉拾剤として使用〔た Dloxaふe華に電解質の

一(CH3)JNBγは化研薬品合社製 .(.*'-ラPグラフ､

用)を用いた｡ 勿論 Gam.mcxane以外の各異性

体並びに各試異は何叶も還元波を衰あさない事を r㌔
確めた｡

L.HeptachloTOCyCIohexaneのト異性体の畢離 .

i MonochlDrObcnzenelOOgを600cc扮qの三口痕l=:i

に入れ1%NaOI160Cでを加え白光直射ゐ下で外部

% NaOH40ccを墜莱通入口から滴下する0..殴素 ､I
I-の吸収殆んど無 くなフ考時反感を中止 し結晶〔Ⅰ〕､

(牧丑 110g) を̀油分と分離す古｡ 油分はサ畳の ･

CHCIsを加え冷却して結晶〔ⅠⅠ〕(収量8.3g)を分

離し覇 陀 水蒸鼠蒸沼する｡先す未反感ゐMono∴

chloro.benzcneが溜出し次いで河出するもa)は冷 '･L/
却すると結晶するが終り頃の滑出物は結 晶~しな

い｡この嘩krして油分の殆んど基部咋永茶京茅沼 ･I

される｡結晶は酒精或は水橋から一回再結晶する

･轡 点78γ82Oji粒結晶が得症 る.(救急9.･5g) .
I L 之を問に数回酒精から再結晶すると変型板状の結 /

が.を得る｡(臥たぎ5-a.60収量 6g)'之が求むるγ-

'こ?8-Jbi.性肘 蛸 大化嬰研究所武居研究室洗口串之

即 ;I)ow.Chcm二co.やら寄厨されたもあを用い+;っ
流田氏並びに I)ow.Chczn.'Po.に厚く感謝の謀を衣す
る占

＼t

J■

iヨ

I

/一~

ITcl)ta.である｡

結晶〔Ⅰ〕及び川〕からは田柄又は CI】C73で

耶 L･'晶を繰返して批点163-1640のα一穴性醸及び

執成 2600の β-丹比体を矢k叩放した｡L･拾この

a･Ft･粒体は水茄束詩滑又は再結晶吟伐 り･何回も碍

裂を繰返したが文献記耽 (一)の批点 1460を示さず

常に15B.-15ioであbた｡

γ-Heptachlorocyclohexaneの Cl定丑 p

｣試料 (mg) AgCl(mg).Cl(%)
26.6 ･･82こ4 ･ ､76.61

23･9 . 73･4'･ ･76･98

,､ QHsC17･,･--76･34

γ-Iiepta.,の測定曲線

第 2田に示す如きrlHepta.の測定地銀を得る●
･ためにγ1-HeFta.あ種々な濃度の溶荻を作りその

激高及び -0.3L一一0'.6V澱 高を測定したふそ

の際の質験燥件及び賢験結果を来示すれば第1華■l･
の通りである｡ ∫

■】

弟 ニト 表

γ-Hcpta.一の濃度と波高との関係

■

一 罷職夜‥一計 (Cで声 NByinKolthoffb.uffc'r･･
solution(pR-7.0)+40% I)ioxanc I

せラチン添加(0･25%ゼラチン̀液2滴)群 .
1mm波高.'8.3×10-8A.I-

t'.･4.6scc/dfop(atE..M.F.1.00V)

m:-1'.3mg/see.
lm2/3tlrO.･,1.618

琵三:SiL誌.ion IflI:,･agVh;'周 ･a3V-Jrl-,･gt',;'ア

,

.ノ

-(傭窄ュt:.滴下粒一滴の滴下時間

･ n:一秒Iulに滴下地毛,m野より廃 山す る ′

･ 水銀の盈払 ′

'補 J正法:〔A〕

/20% γ五 pta･を合材 るHept■aclpl'orocycl-
Lbxan｡をGamm｡Ⅹan｡と種々の割合に況合し乏 ･

*7-fI占pt.1･,は極大現象を表し之はゼブチンに伐り抑
･.'別され難い.'沿ゼラチ./は余り多丘入れるとrTttふmc文一
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I-＼. ′ノー第2表 慧 宝器 言x?.a豊 /fnteの誓

lI

亘上記と同I=組成の電解液でポ-'ラログテム毎とI

り:〔A〕淡に依るγ-Hepta.の補正を行ってGA･

晶Thcx.ahcを定鼓した｡ ,･

/ ＼ ＼γ-Hepta･-の分解

･l 純粋な γ-Hcp,ta･を稜々なるPⅡ値の電解液中

･で時間と共に減少する波高を判定して γ-Hcpta･

の分解率を求めた｡:そ《輝 の軍験旋件並びVF蟹陵

i::I-I-:'7;Tl;-3;;I:::-III===-二-=-i::-･::::;:I_
砥畔‥肯(cH 3)･NBγinS6Icnsclnbuffcf

BOlution+4P% I)ioxanと∴ t

γ111cpta.浪淀 :8×lq-lrふol

氾 二比 :､150 ′

lrTTn汝 砧 ････I8･8×′iolBA､ f

～
I - '弟 4表 〔 ､

∫Giinmexanc.,8甥性体及びγ-ⅠIcpta･･′b分解速度 (I)､
∫

電廃 77t:意 (cH3)｡h,BTinS6rcnsc叫 uト

～ f占rsolution(i,n≠16.0)+40%Dioxanc

/J温 度 t.･/250±19

･~濃 度 :4×101-molt-＼

'1tnm波高:8･8×10-BA･'
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でそれ等?分解速度を求めたこその際の普段促件_ヽ
′並びに班放結果を第4衣K:示すp
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'Gammex-an了は補正法 〔B〕の促件下ではqPG'J,

し7:.岬 去7の場食と異9年Im)定曲線を示すので･-

その温度と波高との関係をトらべた三共b際の'lf '一

段促件は第4表占壕合と同様せある｡ l'
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,･L 8-HexarfhlorocylolleXaneわ分解 1

-ST異性体は PH主7では重く還元波を声きない･I I
がア}Jか.)性溶液中では分解して還元波を教わし

て来るのでその波高と時間の開院を調べh:O-その∴

際の細 健脚 び摘 果甲 声空 く書 子-∴ ∴ ＼
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∫

第5表 Ga這mcxallCの没既と故詔の開院
/ .

一 第6表 8-Hex吋 1010rocyclohcxanc一わ分解

指塵液‥-1nO-1(cH3)iNB,inS6rensenbuffer′

-.solution(pH=10▲7)+40% Di叱anC

∂一異性体限度 ;8×lo一llnOl

/泥 p度 .'･'250±lO

l血 波 高:畠3×1本BA二

＼ /

Omhl30

omz)ll2'8 53.･5152'･Sf項 36･6巨 壬

好;･･111 班
′

点法を巧い下限を--0･8Vの波高として時間と波

試7)関係を求めた｡･其の際甲質飴膝件匹第4琴の

場fit同様である｡一

･第 7表

し
GaTTlmCXnlle+8-異性体の藤間と波高の関取

～GammcxAnC粒度 .'4×10~4m01,.

8一兵 低 体 没 度 ･･8¥!0-4mlol.

/

.混合試料中のGzlmmeXhneの定塵 ′

上記の hcxachlorocyclohcxaT19の各位異性体
ヽ

及び γ-Heptaを範ふの割合た混合しこの混合読

Ga-m'e蕪 と'8-Sa･随伴が混左するあ合画 法 ∴舶 補正故〔A〕及び tB)に戻り -Hepta,:-′'oT
〔B〕の俵件下では共に少しづつ分僻して第6回yc- 補正を行って Gamrncxaneを宅急した｡ そめ蜜 / ヽ

･示す如き還元波を表わす｡そとや波高の上限は切 -′験結果を第 8衣に示す｡ ゝ

･第8表 混合試料中の･Gammcxalleの定丑

ⅠIexachlorocyclohexane
I80mer8ミ(%)

lα β γ 古 E

66.r76.･1 12.0 1..0.2 2.9
∫

65.0 ･1.0 15.1 15.4 -3.7

60.0 6.3 18.0 6.0 5.8

54.3 2.8 27.2 3.3 2.I:)

62･5 2･9 .,四･7 2･7 -0･7
43.4 5.2 17.0 2･1.8 2.4

I
ー43.4 g.･8 38.4 5.4 2.6 r

39.0 4.7′26.0 1丁.･t ･1.2

6r).3 .rJ.8 1(ち.0 .8.･lr}.3

49.0 .3.r. 戊.3 21.513･0

31.8 9.8 13.2 17.71r).8

29.7 5.2 29.7･ 19.8 _0.ll

35.7 2.rJ 35.8 7.6 _0.4

48.8 2.8 10:8 19.2 2-6

;i:三16.I.1, ;73'.27 1: .'70 ≡:;

7-rleptLl.I wave fI,･ght･ IG如ふe王ane'(%)

(%) ,lALIA&Te [ ] JlB] lA]/IlB)

Error (%)
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本質喝に使用した軍解瓶の設計国を第 8回.特損 l

l＼Lげ局が,､＼之を用うると簡単に所要の温度にする事

ーが出来るので甚だ便利である｡

･一 鶴 Jl >.′_′卜lp.ゝ:∫′L,_～ I/さ､I.‡L.ヽ 一 .ti

llー∴､○ pl~.､ ∴
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PCI, I

Fig:芦 電IIヽTl
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～ 結 .括 ､ ､

BfIC中に合有されて居るJHeptachloiocyclか

thcx.ahcの補正をγ-Hcpta..の畳に依 り二方法た

分け耳行らたがその誤差は ±̀2%以内であった｡一

年貰験に於-Uるポーラログラフ賓験は勝村が行

､ひJ-Eep隼 の単離は声久保が行った｡､

侍本研究を行うに富っ て武居･館納教授の御拒/
/ 導と御杖棒を賜つ安事を厚 く感謝する｡又種々御

解 ′採

l

碇助を戴いた化笹研究所武居研究室,化研薬品エー＼

魔株式食紅及び大阪瓦斯中央研究所に御殿申し上

げや｡ ･
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･iIWer｡p｡rtcd′｡nthepreviouspaper(!'that･Onlyγ11SOnle,Of.1,2,.3,4,5:-GLh｡Xaclllo,ocyclo･Lll

ヽ

､inth6co.甲merCialproductsofImCItherewerpeのntainedmoho･I°ilttri･JChlorobcnzcnc,

I,Lcbta･,aJndocta:chlorPqCloBpiXane'声 50,W空 sts坤 whgticrthcsと車 轟undsgavム/

iuflueIICC､to thelL工Cductiopwa寸eofgammexa.neornot･ W c :repワrtedth占一corrcction･loE

Lcptachlo.ro9yClohexaneon′thl･spapLlr.･ '-
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I
/ ●Experimental~andI)isoussion･

td:SidDrrAadb;lti't2i'vrce:fOfrctcetdutph.a:.L:hnce.盟 .hieap::h:Roar::y,cvlaovhec誓teVteS:≡.eartfb't･b?S･:5u-rSe6Qs'a.mppr.oi
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pfrom t-1ccrude hcptalchlQrOCyClohcxanewhichwasobtainedbythechlotrinatio n o f m o n o ･

l

㌔､'cbheEr:sbee監 ごh;al:SOcTcccrtr慧 eblCcaliendd憲 ,Thee71b.fwhi;tpti:rtli6nlrgo,cpy崇 am n.en g' rtltPcc.,p. :: ･C':＼lSOmerS)･′ L ･ - ＼ ･Iヽ 一･Th,wave of,γ二hepは･,containedinEECdidnotseparatefr o m ′yt h a t o f g a m m c 芋 a p C ･rヽW七 madc'.th占 corrcctionyofγ-hepta･ bythefollowipg-W?,meth o d s w h ic h ､W 'c r c ･c h s s if ic (1

cLnvcni cntly･opthもbよsi sofγ-hcptai co且tentiふ′甲 C･.･ ･ I

LI(Ⅰ)･:Correction(ヰ)-W･asusFd-int上ep-aSeOf/lowγ,-hppta ･ s a m p L c ･ t h a t i s , . く 1 0 % . L'

.1' (ⅠⅠ) Correction(B)wasused'.'nth'b率 epf､hLgh r- h e p t a , ･ s i m p l e , t h a t i s , ノゝ 1 0 %～

lrhCpノreSもnceofγ-heptA･Showeditselfbythe o s d 王 l la t io n ･o f g .a l v Ta A o n i c t e J a 't ' - O '･, B Y ･ a n d a
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marked､changein theb85Clib.C･･(SccF･'g:ll)IIfthisdeclinationoftllCbaselinewas/

rhcashr-edbythe:diffcrcnccofw?vch.'ght(h)bctl.VCCn.1-6･8V9nd-0,6vr･lthercl托tionbet･
叩eenγrhepta.マOnCCntratl'0Ⅰ-nd-0,tflvJ→-0,6V ､叩fd的叶t,wasshown,t･･ntherange-.

IofOw.con,ceLtration,bythe-Bt.raightli-1C{ lich.pa.sscdzeropoint･ThusJhewavelhight-

10f･γ-h'eptも･inm Cwasobta阜ncdby-0,8V一-0,6vwaveh王ght(h),from th占C,aLibration-r
purve･(SccF･'g･2) ′ ､ 〇 ､一

If普 L･ontcntcfγ-hcbta･ip BHSw甲 坤 ettharl110%,wetcodIdnotふaketheSよtis二～~ ーI
Ifactorycorrcctiolnofγ-hepta･叶 Amcthdd･(SeeT叫 e8,ll-16)､Fortheふr･rectionof

I FuCh,highT-hepta.cohtentsAmprLe,alkalidecomposi.tionofγこheptや.如 Slusedonthebasis

thtthedccomposimi velocity/ofγ-hepta･inalkali-mediuk,was､muchgreatterthan

gammbxanc.(seeFJ'g3,4andTabl'C虫,4)' ′,jl･ ､ ＼一一一

Thebestconditl.OnOfalkalidecom卓ositionforgammexaneanalysiswas-determinedas

folbwS,
/

- tiolyteあIutI･on･･意 趣 3).NBrin,66reやscnbufLcr､sol血on-

(甲 =10･0)+40% I)ioxanc.･
Tempcrature', :､250±10

Time･ ､ :60mit1. 80'mini

Inthiseonditio/n･γ-hepta･waspeIfelctlyd占stroycdl＼eVCnif-itsCOntCntWaS･lSuChhigh ,
as/corrcction'(ヰ)couldnotbe'u8ed,but.atlthcsame血 C,γ-AndSTisomcroEImCwas1

81ightlydとcomposed.･ ⅠtTyaS'vcryinterestingthatthewavebightofgammcxaneirrcfca･

sedgr叫uallyon/thefirststageofdecompositionandthendccrcagcd'cspcciallytha七･

･Srisomefwhichdidnotshowthereduction wavcやt､pH≡.7･0,rchangca to･thecrcctro･

rcducibledecohlPOSitionproduct＼.(SeeFig.6,7)

Fortunatellyth… avcof-3idecmpositionproductscp甲atCdfr.m theofgammexane ～∫
at二o･8vand･ifwcrpeasuicdI.he､uppetlimitofwavebightbyTa6hi'Bmetl10dand専∫

- lowerlimitby-0,帥 waveht'ght,Iwecould･easilyobtainthew年yeLight.bfgamme妄ane.

(sceTablc7) J , I

Thcresultsofgammexapcanalysisforsyhtbetic甲皿Pleslw占reshowninTableー8･The

aC'cu,a.b'再 訂 p,ccisi｡nbftheicsults､we,呂主宰%. ＼
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